
池
田
輝
政
が
語
る

新
課
程
入
試
と
大
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
輝
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
古
屋
大
学
高
等
教
育
セ
ン
タ
ー

大学と教育　No．3503－5

　
二
〇
〇
二
年
十
二
月
十
四
日
、
職
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
東
海
高
等
教
育
研
究
所
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
に
よ
る
研
究
会
が
、
名
古
屋
大
学
の
池
田

輝
政
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
て
、
　
「
新
課
程
と
大
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
題
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　
研
究
会
は
、
学
校
教
育
法
が
改
正
さ
れ
、
さ
ら
に
教
育
基
本
法
の
改
正
が
急
展
開
し
始
め
て
い
る
状
況
下
で
、
高
等
教
育
全
体
が
問
わ
れ

て
い
る
今
日
的
問
題
や
課
題
に
迫
っ
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
焦
眉
の
課
題
が
、
新
学
習
指
導
要
領
に
よ
る
二
〇
〇
六
年
問

題
も
含
め
た
大
学
の
教
育
あ
る
い
は
大
学
の
経
営
問
題
で
あ
り
、
ま
さ
に
こ
の
点
が
問
わ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
う
し
た
今
日
的
な
課
題
に
対

応
す
る
中
身
の
濃
い
研
究
会
で
あ
っ
た
。

　
講
師
の
池
田
輝
政
先
生
は
、
九
九
年
度
か
ら
、
名
古
屋
大
学
の
高
等
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
に
着
任
。
昨
年
の
二
月
に
評
価
情
報
分
析
室
室

長
に
就
任
さ
れ
、
ま
た
、
昨
年
十
一
月
か
ら
は
、
法
人
化
（
評
価
・
広
報
担
当
）
の
総
長
補
佐
と
し
て
、
名
古
屋
大
学
の
改
革
に
先
頭
に
た

っ
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
他
方
で
、
大
学
院
で
高
等
教
育
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
研
究
・
教
育
の
指
導
を
さ
れ
て
お
り
、
最
適
任
者
で
あ
る
。

　
以
下
は
、
講
師
の
池
田
先
生
の
ご
了
解
を
え
て
、
本
誌
上
に
研
究
会
当
日
の
講
演
と
質
疑
を
文
章
化
し
再
現
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
お

断
り
し
て
お
き
た
い
。
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今
日
は
、
　
「
新
課
程
入
試
と
大
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
い
う
こ
と

で
話
を
進
め
ま
す
が
、
こ
れ
は
テ
ー
マ
と
し
て
は
非
常
に
難
し
い
。

入
試
と
い
う
限
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
と
、
大
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う

く
り
』
の
F
D
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
を
目
指
し
て
」

合
セ
ン
タ
ー
高
等
教
育
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、

ツ
ト
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
、
池
田
輝
政

未
来
か
？
」
名
古
屋
高
等
教
育
研
究
、

〇
二
年
。
池
田
輝
政
・
他

大
学
出
版
、
二
〇
〇
一
年
四
月
。

育
へ
の
接
続
－
接
続
の
基
本
的
問
題
ー
」

等
教
育
と
入
試
1
2
1
世
紀
へ
の
課
題
と
展
望
1
』

1
一
二
九
、
二
〇
〇
〇
年
。

ン
ト
ン
大
学
の
事
例
」
　
（
麻
生
誠
・
岩
永
雅
也
編

川
大
学
出
版
）
一
〇
一
i
一

　
い
け
だ
・
て
る
ま
さ
●
一
九
四
八
年
、
長
崎

　
県
生
ま
れ
●
主
な
著
書
・
論
文
に
池
田
輝
政

　
　
「
名
古
屋
大
学
の
試
み
を
通
し
て
見
た
大
学

　
組
織
・
経
営
」
高
等
教
育
研
究
、
第
五
号
、

　
五
三
－
六
五
、
二
〇
〇
二
年
。
池
田
輝
政
・

　
井
出
弘
人
・
中
井
俊
樹
（
共
著
）
「
『
授
業
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
北
海
道
大
学
機
能
開
発
総

　
　
　
　
二
一
－
二
九
、
二
〇
〇
二
年
。
デ
ビ

　
　
　
（
共
著
）
　
「
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
は
大
学
の

　
　
　
　
第
二
号
、
一
四
七
－
一
五
九
、
二
〇

（
共
著
）
　
『
成
長
す
る
テ
ィ
ッ
プ
ス
先
生
』
、
玉
川

　
　
池
田
輝
政
「
高
等
教
育
か
ら
み
た
大
学
教

　
　
　
　
　
　
（
中
島
直
忠
編
『
日
本
・
中
国
高

　
　
　
　
　
　
　
　
玉
川
大
学
出
版
）
一
一
九

池
田
輝
政
「
大
学
に
お
け
る
才
能
教
育
　
ワ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
『
創
造
的
才
能
教
育
』
玉

〇
三
、
一
九
九
七
年
。

全
体
に
関
わ
る
よ
う
な
話
を
結
び
つ
け
る
と
い
う
の
は
、
思
考
と
し

て
複
雑
な
こ
と
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
面
白
そ
う
だ
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
よ
う
と
思
っ
て
、
結
果
的
に
は
、
簡
単
な
裏
表
の
二
枚
の
レ

ジ
ュ
メ
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
に
沿
っ
て
話
を
進
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
れ
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
や
は
り
「
メ

ル
ボ
ル
ン
大
学
の
戦
略
プ
ラ
ン
」
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
な
い
と
、
議

論
も
深
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
の
で
、
こ
の
資
料
か
ら
入

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
「
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
の
戦
略
プ
ラ
ン
」
の
資
料
は
、
実
は
目
的
が

あ
り
ま
し
て
、
今
、
文
部
科
学
省
が
平
成
十
六
年
の
国
立
大
学
法
人

化
に
向
け
て
、
国
立
大
学
に
対
し
て
い
わ
ゆ
る
経
営
計
画
を
作
る
よ

う
求
め
て
い
ま
す
。
国
立
大
学
法
人
の
経
営
計
画
は
、
文
部
科
学
省

に
設
置
さ
れ
る
国
立
大
学
評
価
委
員
会
で
認
可
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
の
経
営
計
画
、
つ
ま
り
中
期
目
標
・
計
画
の
モ
デ
ル
案
も
示
さ
れ

ま
し
た
。

　
名
古
屋
大
学
で
は
、
私
は
、
文
部
科
学
省
が
示
し
て
い
る
モ
デ
ル

案
に
従
う
だ
け
で
は
な
く
、
国
際
的
な
動
向
を
踏
ま
え
て
大
学
と
し

て
ど
う
い
う
中
期
目
標
・
計
画
を
作
っ
た
ら
い
い
か
、
自
分
た
ち
の

判
断
も
入
れ
て
や
り
ま
し
ょ
う
と
提
案
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
求
め
ら

れ
て
示
し
た
中
期
目
標
・
計
画
の
モ
デ
ル
案
の
サ
ン
プ
ル
が
、
こ
の
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「
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
の
戦
略
プ
ラ
ン
」
で
す
。

　
メ
ル
ボ
ル
ン
案
は
、
経
営
学
の
中
で
今
一
番
新
し
い
戦
略
経
営
論

ω
一
舅
畠
ざ
　
蜜
き
お
。
ヨ
。
日
と
い
う
新
し
い
理
論
の
流
れ
を
背
景
に
し

て
で
き
て
い
る
。
欧
米
各
国
が
横
一
線
で
こ
の
プ
ラ
ニ
ン
グ
の
方
法

論
を
大
学
組
織
に
応
用
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
、
何
と

か
名
古
屋
大
学
全
体
、
各
部
局
に
対
し
て
、
オ
ン
・
ザ
・
ジ
ョ
ブ
で

学
ん
で
も
ら
い
た
い
と
考
え
た
わ
け
で
す
。
そ
の
た
め
に
で
き
る
だ

け
効
率
的
な
方
法
を
工
夫
し
て
み
ま
し
た
。
高
等
教
育
研
究
セ
ン
タ

ー
の
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
い
ろ
い
ろ
考
え
た
挙
句
、
実
際
の
海
外
の

大
学
戦
略
プ
ラ
ン
の
な
か
か
ら
優
れ
た
内
容
を
選
び
出
し
て
、
そ
れ

を
グ
ツ
ド
サ
ン
プ
ル
に
す
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
、
こ
う
い
う
一
つ
の

図
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
学
の
経
営
計
画
の
全
体
が
見
渡
せ
る
図

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
実
は
こ
こ
ま
で
つ
く
り
あ
げ
る
の
が
大
変
で
し
た
。
メ
ル
ボ
ル
ン

案
の
日
付
は
七
月
三
十
日
で
す
か
ら
、
四
月
か
ら
始
め
て
、
名
大
の

先
生
に
一
目
で
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
こ
の
サ
ン
プ
ル
教
材

を
作
る
の
に
三
ヶ
月
か
か
り
ま
し
た
。
そ
の
前
の
情
報
収
集
や
翻
訳

な
ど
の
準
備
ま
で
含
め
る
と
、
さ
ら
に
一
年
以
上
の
時
間
が
か
か
っ

て
い
ま
す
。
学
生
の
教
育
の
次
元
で
も
大
事
な
こ
と
を
伝
え
る
に
は
、

そ
れ
に
応
じ
た
教
材
を
工
夫
す
る
の
が
大
事
だ
と
、
こ
の
教
材
づ
く

り
を
通
し
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
メ
ル
ボ
ル
ン
大
の
戦
略
プ
ラ
ン
を
見
て
い
た
だ
く
と
、
大

事
な
点
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
を
世
界

最
高
の
大
学
に
す
る
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が
最
初
に
あ
る
。
つ
ぎ
に
、

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
八
つ
の
戦
略
ド
メ
イ
ン
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
戦
略
ド
メ
イ
ン
に
着
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
ず
一
番
左

に
評
o
覧
。
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
で
は
ビ
ジ

ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
、
第
一
に
く
る
の
は
「
人
材
」
戦
略
な
の

で
す
。
そ
の
後
に
続
く
の
が
、
　
「
研
究
」
戦
略
で
す
。
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
研
究
の
成
果
を
社
会
に
還
元
し
て
い
く
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
の
戦

略
ド
メ
イ
ン
で
す
。
次
に
「
教
育
」
と
「
国
際
化
」
の
戦
略
ド
メ
イ

ン
。
　
「
国
際
化
」
の
戦
略
ド
メ
イ
ン
と
い
う
の
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
国
策
で
も
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
連
邦
政
府
が
、
世
界
の

優
秀
な
留
学
生
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
高
等
教
育
機
関
に
集
め
る
、

そ
う
い
う
国
の
戦
略
テ
ー
マ
を
、
そ
の
ま
ま
大
学
の
中
に
採
り
入
れ

て
い
る
。
戦
略
ド
メ
イ
ン
の
構
造
は
大
学
の
中
か
ら
だ
け
で
は
出
て

こ
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
「
地
域
社
会
へ
の
貢
献
」

9
ヨ
目
琶
ぞ
∪
。
＜
9
ε
ヨ
。
三
、
さ
ら
に
「
経
営
」
O
轟
一
昌
三
き
お
。
ヨ
。
筥

戦
略
ド
メ
イ
ン
。
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
は
日
本
の
国
立
大
学
に
似
た
よ

う
な
大
学
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
こ
の
面
で
の
戦
略
ド
メ
イ
ン
が
必

要
に
な
る
。
そ
れ
か
ら
、
　
「
経
営
基
盤
」
、
最
後
に
「
経
営
資
源
」
の
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戦
略
ド
メ
イ
ン
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
八
つ
の
戦
略
ド
メ

イ
ン
に
そ
っ
て
目
標
・
計
画
を
立
て
て
、
そ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
で
、

メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
を
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
大
学
の
位
置
ま
で
持
っ
て

い
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　
八
つ
の
戦
略
ド
メ
イ
ン
の
下
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
サ
ブ
構
造
あ
る
い

は
下
位
の
階
層
構
造
が
あ
り
ま
す
。
一
番
ト
ッ
プ
の
第
一
階
層
に
は
、

基
本
的
な
目
標
を
掲
げ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
略
ド
メ
イ
ン
に
つ
い
て

の
大
学
と
し
て
の
志
を
掲
げ
ま
す
。
基
本
目
標
は
、
短
期
で
は
な
く

て
、
十
年
以
上
の
先
を
睨
ん
だ
目
標
で
す
。
そ
の
目
標
を
十
年
以
上

先
の
将
来
に
置
い
て
、
大
学
全
体
が
そ
こ
に
向
か
っ
て
行
動
を
し
て

い
く
。
そ
の
た
め
の
高
い
目
標
が
こ
こ
で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
う
い
う
基
本
目
標
を
飾
り
物
に
し
な
い
た
め
に
、
こ

れ
を
必
ず
二
段
構
え
に
書
い
て
い
く
。
第
二
階
層
の
目
標
で
す
が
、

こ
れ
を
わ
れ
わ
れ
は
行
動
目
標
と
言
っ
て
い
ま
す
。
十
年
先
に
置
い

た
基
本
目
標
を
、
自
分
達
の
手
元
の
方
に
引
き
寄
せ
る
作
業
で
す
。

五
年
先
く
ら
い
の
と
こ
ろ
ま
で
引
き
付
け
る
。
す
る
と
、
基
本
目
標

が
自
分
た
ち
に
と
っ
て
か
な
り
身
近
な
存
在
と
な
る
。
そ
う
い
う
思

考
法
が
大
事
で
す
。

　
行
動
目
標
は
基
本
目
標
か
ら
す
る
と
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
手
段

と
い
う
関
係
に
な
り
ま
す
か
ら
、
複
数
あ
っ
て
い
い
。
メ
ル
ボ
ル
ン

大
学
の
場
合
は
、
基
本
目
標
の
も
と
に
一
～
七
く
ら
い
ま
で
あ
る
。

将
来
の
基
本
目
標
か
ら
逆
算
し
な
が
ら
、
目
的
と
手
段
の
論
理
的
関

係
を
つ
け
な
が
ら
行
動
目
標
を
表
現
し
て
い
く
、
こ
の
思
考
法
が
大

事
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
動
目
標
の
下
に
、
第
三
階
層
と
し
て
、

も
つ
と
具
体
的
な
戦
略
計
画
を
書
く
。
こ
れ
が
中
期
目
標
・
計
画
の
、

中
期
計
画
に
あ
た
る
部
分
で
す
。

　
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
の
「
人
材
」
戦
略
ド
メ
イ
ン
で
言
え
ば
、
基
本

目
標
は
、
　
「
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
は
じ
め
と
す

る
世
界
各
国
の
卓
越
し
た
教
職
員
や
学
生
に
と
っ
て
、
魅
力
あ
る
職

場
と
入
学
先
と
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
選
ば
れ
る
よ
う
に
強
化
す

る
」
が
そ
れ
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
行
動
目
標
が
、
例
え
ば
、
　
「
1
、

公
正
で
透
明
性
の
あ
る
一
貫
し
た
雇
用
活
動
と
昇
進
実
績
、
卓
越
し

た
人
材
が
最
大
限
に
力
を
発
揮
で
き
る
た
め
の
強
力
な
報
奨
制
度
、

全
ス
タ
ッ
フ
ヘ
適
切
な
啓
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
」
。
そ
の
下
に

掲
げ
る
戦
略
計
画
は
、
　
「
優
秀
な
職
員
を
雇
用
す
る
た
め
の
競
争
力

の
あ
る
給
与
ス
ケ
ー
ル
を
維
持
す
る
」
と
あ
る
。
戦
略
計
画
の
レ
ベ

ル
に
な
る
と
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
裏
づ
け
情
報
が
必
要
で
す
。

そ
の
計
画
の
貢
任
の
所
在
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
、
こ
れ
か
ら
の
実
績

を
報
告
し
評
価
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
、
な
ど
が
裏
づ
け
情
報
に
関

係
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
計
画
を
立
て
た
ら
、
あ
と
は
見
な
い
で
実
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プラン（2001年度案）

（MelboumeAgenda）に基づく中期目標・計画案 H14．7．30版

　評議会の承認を得るために大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　各地域のキャンパスで学生を
学の150周年記念式典の詳細な
　　　　　　　　　　　　　　　　　基盤として実施される学生によ
計画を作成する

CommunityDevelopment
　　地域社会の開発

QualiIyManagement
　　優れた経営

Qualitylnfrastructure

優れた経営基盤
ResourcingQuality

　　資源の質

、F霧翼覇総襲、羅蘇蓮藩よ、無鱗鱗鷲

蕪難き撫灘域難翼灘猿曝・㌧1漢、

、灌雛泌醗灘馨撫灘叢饗難娩、奪業

酌i灘灘搬翁繭蛋捌轟・濠・櫛嬢

i灘醗厳i鍬欝…葵ii鞍嚢養叢蒲雛雛、、

鑛に戴繊餐i麟：鎖糞識毒繭蜜さ
驚黍・難欝糞鶏妻お鱗遜瀧練1萎燕、1

灘簿的・嶽簸論羅蝋壽舞綴驚醤倣

繊遜一

、、，鐵肇1・講緋．灘蘂蕨、蓮営、経懲P

、欝漣鱒i癬緯麟潔繋織蘇讐、謹雛凝

：：嚢お・

寮獲鷺臨護鑛、11鰭度襟、・…・

鎌能難綴辮…蝋の建轍髪
講畢渡羅鱗臓灘濠導。難，蔭一鵡

翼騨鱒饗灘轍難黛駒饗業難
，難叢鐡屡海繊建黛薙⑳・鍍糞鱒議i，

i鎌磯i糠灘欝儀、，i’P

ル1P鋤繊纂最筒膨飛欺議
H塗蒙と1懸お貌慰・2漁を現簾醐1紅、：、

．霧鶏癒め．綴、i嗣：騰欝競蕪麹懇懸

1毒1。導1灘雛疹、織翼i演あ鵜観嚢PP’

：
、
’鍵騰嚢⑳資盗騰盤幾撮拳醐妻：：

鱒編域轍P1拡糞婆iなく鰭墜税嶺・

・自鱗戴翻翻畿嚇墾糖

L戦略的優先順位の高い領域
で業績不十分な場合の厳格な

説明責任、業績評価規定と組

み合わせた資金提供 1．教育・研究設備について国

際的な「ベストプラクティ
ス」基準を満たす必要性．を優

先する。また、各活動領域で

基盤設備開発プログラムと、

大学・学部・学科・研究グル

ープの戦略的優先事項を連携

させていく

　年問予算に対する実績の監視

と、必要な報告と財務上の助言

に対して学部長の権限を明確に
する

L連邦政府が高等教育を主要
な公益と認識し、強力で 一貫

した大学政策の重要性を認
め、今世紀の知識経済社会に

おいてオーストラリアが国際

的競争に必要不可欠な大学と

して資金援助を受ける

Lメルボルン市やヴィクトリ
ァ州をはじめとする広域的な

コミュニティの知的・文化的

・教育的・経済的・社会的生

活を豊かにするために、本学

の資源と専門的技術を利用で

きるようにする。特に国際意

識や国際的な理解・提携関係

を奨励する

2．優先順位の低い、あるいは

業績の悪い分野から、優先順

位が高く、業績のよさが明確

な分野へ、効果的な資源再配

分を行う

　各学部の運営計画に連邦研究

契約から得られる収入を組み込

む

　より広い地域社会において独

自の支持層と戦略的な関係を保

っているという明確な証拠を全

ての学部が出す。この支持層に

は、それが適切な場合には専門

家の組織やネットワーク、産業

組織などが含まれる

2，固定資産の提供や修理、近

代化、利用に関して、資本発

展を優先する取り決めに従っ

た、最新の資本管理計画を維

持すること

2，政府公的資金だけでは、世

界レベルの大学に必要な資源

の全ての条件を現実的に満た

せないことを認識する

・研究及び教育における業績改

善の報奨を拡大する予算協定の

導入

　メルボルン大学社と積極的に

関わりを持つための具体的なタ

ーゲットを学部運営計画に盛り

込む

・2001年6月までに総合的空間

管理計画について企画・予算委

員会の承認を得る2．メルボルンアジェンダヘの

理解と支援を最大限に引き出

すため、法人関係やメディア

とのつながりを作り上げる効

果的な戦略・方法を開発する

3．大学のあらゆるレベルで、

戦略的リーダーシップと効果

的な説明責任体制を伴う、均

衡の取れた計画策定・意思決

定を行う

3，卒業生や他の個人資金提供

者、慈善財団による寄付を大

学の目的や目標に対する重要

な支援表明と捉え、大学に主

要な収入をもたらすパイプの

拡大として歓迎する

3．大学が教授・学習・研究の

領域において、国際的な「ベ

ストプラクティス」の進展に

遅れをとらないよう、I　T基

盤設備が維持されていること

を確認するため、IT設備計
画の開発と維持を行う

　メルボルン大学の教育・研究

　学術的活動に関する全国的メ

ディアによる肯定的なレポート

の数を2倍にすること

・財務委員会に大学及び管理ト

にある組織の財務実績について

報告するための合意協定の実施

3．特に同窓会ネットワークを

通じ、大学と卒業生とのつな

がりを強化し、彼らを広範な

杜会における主要な支持者と

認識し、可能な限り卒業生の

メルボルンアジェンダの理解

と支援を得る

4．メルボルン大学社との契約

に関しては、各学部・学科は

教育サービスの提供におい
て、その活動を可能な限り強

力に支援する

4．大学評議会の財務・経営監

査機能を促進し、監査手続き

が系統的な質的改善につなが

るようにする

　地方キャンパスのためのIT
ネットワーク改善第 一段階の実

施

　メルボルン大学杜と積極的に

関わりを持つための具体的な活

動を学部運営計画に盛り込む

・20以上の学部・学科がメルボ

ルン大学社と教育サービス契約

を結ぶ

　大学とのコミュニケーション

に対する満足度が改善したこと

を示す卒業生からのフィードバ

ックを制度化する

5．大学内の全管理職に対し、

能率的・効果的な業務体制、

業務の構造や手順の継続的改

善、重複・やり直しの削減、

他の組織の「ベストプラクテ

ィス」による基準設定、顧客

満足度を示すフィードバック

を系統的に入手・利用するこ

とを奨励する

4，海外や州外からの学生数の

増加計画に見合った学生用住

宅設備の開発を行い、関連す

るカレッジと協力して最高レ

ベルの共同地域社会を維持す
る

4．学生や職員があらゆる文化

活動、公の講演活動に参加す

ることを奨励し、促進する

5．国内外の授業料納入学生の

入学を促進し、恵まれない環

境出身の優秀な学生の入学を

支援するシステムとして、メ

ルボルン奨学金プログラムの

継続的拡大に力を入れる

5．大学の地元であるパークビ

ル・カールトンの地域社会、

小規模な各キャンパス周辺の

地域社会において、大学に対

する意識を向上させ、支援を

促進する

・増加する500名の学生用の宿

泊設備を地元に創出する活動を

メルボルン大学が活性化する
・企画・予算委員会への報告で

関連資産サービスの購入手配や

管理においてベストプラクティ

スを採用したことを明確に示す
　各学部は、合意済みの収入目

標値と授業料納入学生について

の方針を達成し、以ドに示す20

01年の授業料納人学生の全学目

標値に到達できるようにする
（・5，500名の国外学生。うち

550名は海外留学生　　1，150名

の国内学部生　　1，380名の国

内大学院生及び2001年度の授業

料収入目標値1億1，000万ド
ル）

5．大学の物理的設備を可能な

限り効率的に利用するため、

時問割作成体制と施設利用体

制を開発する

6。大学とヴィクトリア州の地

域社会との間に存在する結び

つきを、大学の150周年記念
に関連する構想を通じて再確

認する

6．大学の中核的な活動に対す

る支援について、効率性およ

び質の面で高い評判を得られ

るような統合的な大学管理を

確立する 　大学評議会に大学の時間割作

成や部屋の割り当てについての

満足度が改善されたことを報告

する

・2001年6月までに総合的空間

管理計画について企画・予算委

員会の承認を得る

る管理及び施設の質についての

調査で学生の満足度を向上させ
る

7．大学が必要な専門知識や資

源を持っている場合には、広

域的なコミュニティの関心の

的である公共政策問題につい

て連邦政府や州政府と協力の

道を探る

6．経費削減戦略を継続的な質

的改善と両立して実施する。

その際、予想される公的資金

の不足に対応するためには経

費削減よりも、収入拡大を優

先する途を探る

8



メルボルン大学戦略

メルボルン大学を世界最高の大学とするための15～20ヵ年計画

QuahtyPeople
優秀な人材

QuahtyResearch
　優れた研究

LeamingEnvironment
　優れた学習環境

IntematiOnalizatiOn

　　　国際化

蘇ル勲膨鍍禦遜撚糠ス1隙ワ
、、蒸を、鍵鋤覆犠藁旗繋慈国の獺

越膿載職舞羅禦懸礁φ繊
魅謝灘癒職擁ど蒸禁鋸、華、怨で鶏

、織ま羅繊畿に選、建魏ゐ・零纏擢強

総鷺潔・

・国際騰擁鑑薫醸の轍適遊撚ζヌ

ル濃叛鋸糞肇がぞの獺薄と鍍績

巻濫1撫髭端酌捌雛教脊瞬燕藤、

識雛、難．鱗騨繍鵜騰・

最欝銑鱒彰⑳糞部事糞麟騰教舞．、

蜜撮盤叢る．淺め嶺、驚灘灘燃鱗．i

一瀧⑳厳習環境奪ゆ翼璽、滋げ、1…

驚雛織撚、葛、

継蟻i磯肇職勤鱒輸捧鶴籏舞・一

・蹴欝鞍で國搬駒連携を健進輩鶏、

1．優秀な基礎研究・応用研究

に対する大学の報酬・認知シ

ステムに高い優先順位を与え

る

L優秀な教育者に対する大学
の認定・報酬システムに高い

優先順位を与える

L国際的な価値、展望、経験
を大学におけるアジェンダの

実施方針として奨励するL公正で透明性のある一貫し
た雇用活動と昇進実績、卓越

した人材が最大限に力を発揮

できるための強力な報奨制
度、全スタッフヘ適切な啓発

プログラムを提供する

　大学の「コース受講アンケー

ト」結果を改善する計画を、学

問領域ベースで実施する
2，世界で考案され、知られ、

実施されている最高の基準と

質と比較して、本学の基準と

質を系統的に吟味し、国際的

な「ベストプラクティス」を

大学の質的基準として制度化

する

2．大学の予算戦略の中で研究

者に対し、国際的な競争力の

ある研究基盤整備に高い優先

順位を置く・優秀な職員を雇用するための

競争力のある給与スケールを維

持する

2．全ての学部生向けプログラ

ムで提供される教科の範囲や

目的、構成、形態を定期的に

見直し、教授法や学習法に国

際的に最善の方法が導入され

ていることを確認する

3．研究の質と成果を国際的な

最高水準と比較して評価する
2．トップレベルの国際的名声

を持つ教職員を獲得し維持す

るための報奨制度の提供。（世

界クラスの学者・研究者のた
めの「学術報奨」プログラム。

先端的研究者が知識を創造
し、発展させ、企業化するた

めのインセンティブとなる知

的所有権の方針策定）

　本大学の留学生に関わるター

ゲットの達成をめぐり、戦略的

にみて重要な国々において本大

学が知名度を高めるための計画

を実施する

・研究者（大学院生研究助手は

除く）一人あたりの査読制の研

究出版物の数を10パーセント増

加させること

　各学部が学部一年生全員を対

象とする移行プログラムを実施

していることを大学役員会に報

告

3．大学が確保する国際的な地

位や評価、取り決めの種類が、

機関としての質と競争力を試

す究極の試験であるというこ

とを職員や学生、外部の関係

者に説明する

4．国際的レベルに達している

ことが明確な研究者や研究グ

ループに資金を集中させなが

ら、全学問領域で優秀な研究

　学問を奨励する

3．キャンパスで学ぶ全学生が

世界最高レベルと同等のオン

ライン教育サービスや教授法

を受けられるようにする

　4名以上のノーベル賞受賞者

または同等レベルの研究者を20

01年末までに非常勤ベースで職

員として迎える 　マルチメディアやインターネ

ットを学習活動の一環として日

常的に使用するかという質問に

積極的な回答を示す学生の割合

が各学部とも60パーセント以上

であること

　各学科教職員の50パーセント

以Lが学部生．プログラムにおけ

る教授でマルチメディアを利用

する

　企業として新たにグローバル

な高等教育・訓練市場に参入す

ることにf半い、Universitas21を

通じて世界的に認知されるよう

になるとともに、資格認定制度

を確立する

3．大学組織で開発した意思決

定方法を評価し、大学の計画

立案や優先事項の提案に責任

を有する集団を組織する

5．頂点に立つ可能性のある分

野、戦略的な好機、相対的な

強みのある研究活動分野を特

定し、発達を促す

4．組織全体の目標と戦略に対

する責務を強化する。全教職

員に対する職業上の機会・報

酬・報奨を提供するような団

体交渉の方法を開発する

6．知的財産の商業化に際し、

発案者の基本的利益を認めな

がら、応用研究や技術移転の

重要性、知的財産の開発と商

業化を強調する

4．世界中の関連大学との国際

的提携や相互運営を奨励し、

特にトップレベルの大学の協

力な国際的ネットワークとし

てUniversitas21の開発にリー

ダーシップをとる
・教職員への大学の期待に対す

る報酬を調整する人事方針の作
成。

4．新しいマルチメディア・関

連教育技術・教授法を組み込

んだカリキュラムの作成・企

画に高い優先順位を置く

　契約研究や知的財産に関して

1999年から2000年に導入された

経営・管理協定に対する研究者

の満足度を向ヒさせる

・Universitas21のパートナーと

3つ以上の国際的単位互換協定

を実施する

　主要産業や政府の利害関係者

の問でUniversitas21を著名な世

界的高等教育ブランドとしてよ

り広く認知してもらう

5．国際交流や臨時派遣、協同

指名などを奨励し、世界中の

主要大学との組織的相互運用

を促進することによって、職

員の国際的業務提携を支援す

る

　インターネット学習パートナ

ーシステムを通じて受講可能な

科目の承認・認定の基準と手続

きに関する大学評議会の承認7．研究・大学院教育における

国際協力の機会を支援する

5．大学内で教えられている全

科目が学生にとって有益であ

ることを保証し、学生からの

フィードバックを用いて教育

と学習の質を改善する

6，全国的・国際的学生支援団

体を創設し、メルボルンをキ

ャンパス基盤の最高の大学に

向けて推進する。公平の原則

と実施、学生プログラムに高

い優先順位を置き、トップク

ラスの能力をもつ学生を引き

つける

5．大学の強みや、学内の学生

や職員が国内外で達成した業

績を、効果的な広報活動や企

業開発プログラム・戦略を通

じて拡充する

8．大学の教育的特性に沿っ
て、大学院入学者数の増加に

高い優先順位を与える。メル

ボルン奨学金プログラムを通

じて、増加する産業界の研究

教育への投資機会も優先的に

提供する

　大学の「コース受講アンケー

ト」結果を改善する計画を、学

間領域ベースで実施する
　少なくとも5つの主要な報告

をメルボルン大学の業績として

主要な国際メディアに発表する　大学院留学生の修得単位を36

1単位から418単位に増やす

　「大学評議会」に3年半以内

で博士課程を修了する学生と1

年半以内に修士の学位を取得す

る学生の割合を増加させる

　全ての州及び準州から、メル

ボルン全国奨学制度の対象とな

る学部課程入学者のトップクラ

スの学生を10パーセント増加さ

せる

　学部課程入学者に優秀な成績

のヴィクトリア州出身学生を増

加させる

6．全ての科目・課程におい
て、教育的指導やフイードバ

ック、学習教材を得る機会が

学生に与えられており、また、

その質が有効かつ効果的な形

で管理・保証されていること

を確認する

6，卒業生が大学の活動や発展

にもっと深く関わるように、

大学と卒業生とのつながりを

オーストラリア内外で拡大す
る

9．大学院生に対し、将来、専

門分野で高い指導力と技術を

持つ院生の育成を目指すため

に、研究指導、研究環境を整
備する。

　大学を宣伝し、150周年記念

式典の事前宣伝につなげるため

に、優先順位の高い国々で5つ

の主要な国外卒業生行事を準備

する

7．大学が優秀な学生に出会う

機会を増やすために、学生が

受講単位の 一部を海外の大学

で取得できる機会を拡大する
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行
す
る
だ
け
と
思
っ
た
ら
、
そ
れ
は
作
文
し
た
計
画
で
、
戦
略
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
で
は
な
い
。
大
事
な
の
は
、
立
て
た
目
標
と
計
画
は
実
際

に
実
践
し
て
い
く
と
き
に
、
常
に
参
照
し
な
が
ら
進
め
、
そ
れ
を
評

価
の
大
事
な
基
準
に
す
る
。
こ
れ
が
、
戦
略
プ
ラ
ン
で
は
な
く
て
、

戦
略
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
考
え
方
で
す
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
プ
ラ
ン
・
ド
ゥ
ー
・
シ
ー
の
経
営
サ
イ
ク

ル
理
論
の
プ
ラ
ン
と
は
少
し
違
う
。
プ
ラ
ン
・
ド
ゥ
ー
・
シ
ー
と
い

う
の
は
、
プ
ラ
ン
す
る
人
、
ド
ゥ
ー
す
る
人
、
評
価
す
る
人
と
分
け

て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
。
プ
ラ
ン
を
立
て
た
人
と
、
実
行
あ
る
い
は

評
価
す
る
人
が
違
っ
て
い
て
も
か
ま
わ
な
い
。
戦
略
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

は
、
プ
ラ
ン
を
立
て
た
人
が
、
実
行
の
プ
ロ
セ
ス
を
モ
ニ
タ
ー
し
、

結
果
に
つ
い
て
も
モ
ニ
タ
ー
と
報
告
を
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
最
初

か
ら
最
後
ま
で
、
活
動
の
全
体
が
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
考
え
方
に
そ
っ

て
一
貫
し
た
流
れ
と
な
る
。

　
評
価
の
基
準
も
こ
の
目
標
・
計
画
の
構
造
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ

て
い
ま
し
て
、
例
え
ば
、
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
の
人
材
ド
メ
イ
ン
の
戦

略
計
画
に
、
　
「
ノ
ー
ベ
ル
賞
級
の
四
人
の
教
員
を
非
常
勤
べ
ー
ス
で

雇
用
す
る
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
す
な
わ
ち
評
価
の
基

準
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
計
画
の
年
度
内
に
証
明
で
き
れ
ば
、
目
標

値
の
達
成
と
し
て
責
任
あ
る
行
為
と
し
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
こ
う
い
う
戦
略
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
考
え
方
の
な
か
に
、
評
価
の

考
え
方
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
非
常
に
大
事
な
の
で
す
。

　
で
す
か
ら
、
大
学
全
体
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
で
き
た
時
に
は
、
学

部
や
学
科
や
事
務
組
織
な
ど
個
別
の
組
織
ユ
ニ
ッ
ト
も
、
大
学
全
体

の
プ
ラ
ン
と
一
貫
性
を
つ
け
な
が
ら
、
そ
の
責
任
者
が
自
分
た
ち
の

戦
略
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
う
い
う
戦
略
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
考
え
方
や
手
法
を
、
名
古
屋
大

学
だ
け
で
は
な
く
、
な
る
べ
く
早
く
日
本
の
高
等
教
育
の
関
係
者
に

広
め
た
い
。
し
か
し
、
現
在
は
ま
だ
ま
だ
名
古
屋
大
学
だ
け
で
も
、

理
解
し
て
も
ら
う
の
は
大
変
で
す
。
文
部
科
学
省
が
こ
う
い
う
手
法

が
必
要
だ
と
旗
を
振
れ
ば
違
う
の
で
し
ょ
う
が
、
草
の
根
的
な
下
か

ら
の
方
向
か
ら
で
は
、
説
明
会
を
何
度
も
も
ち
な
が
ら
な
の
で
時
問

が
か
か
り
ま
す
。
名
古
屋
大
学
は
メ
ル
ボ
ル
ン
大
の
モ
デ
ル
を
参
考

に
し
ま
し
た
。
事
前
に
十
～
二
十
の
大
学
を
調
べ
て
、
メ
ル
ボ
ル
ン

大
が
一
番
よ
く
で
き
て
い
る
と
判
断
し
ま
し
た
。
　
「
研
究
」
戦
略
ド

メ
イ
ン
よ
り
、
　
「
教
育
」
ド
メ
イ
ン
が
先
に
来
る
大
学
も
多
い
の
で

す
が
、
名
古
屋
大
学
は
、
や
は
り
「
研
究
」
ド
メ
イ
ン
を
先
に
持
っ

て
く
る
こ
と
で
、
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
と
同
じ
で
す
。

　
で
す
か
ら
、
戦
略
プ
ラ
ン
、
あ
る
い
は
中
期
目
標
・
計
画
の
作
り

方
は
大
学
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
。
あ
る
大
学
は
「
教
育
」
戦
略

を
優
先
し
て
い
い
し
、
「
教
育
と
国
際
化
」
を
合
わ
せ
た
よ
う
な
「
教

育
」
戦
略
で
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
国
立
大
学
の
場
合
は
、
お
金
を
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文
部
科
学
省
に
デ
ィ
ペ
ン
ド
し
て
い
ま
す
か
ら
、
自
主
自
律
と
い
う

経
営
目
標
か
ら
み
て
早
く
そ
こ
か
ら
抜
け
出
さ
な
い
と
い
け
な
い
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
す
べ
て
の
国
立
大
学
は
「
経
営
資
源
」
の
戦

略
が
必
要
で
す
。
い
ろ
ん
な
省
庁
か
ら
の
お
金
と
か
、
国
以
外
の
お

金
も
集
め
る
、
と
い
う
資
源
の
多
様
化
が
必
要
で
す
。

　
戦
略
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
話
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
話
を
区
切
り
ま

し
て
、
質
問
の
時
間
を
と
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
質
疑
応
答
〉

質
問
1
　
名
古
屋
大
学
の
案
の
、
八
つ
の
ド
メ
イ
ン
を
確
認
し
た
い
。

池
田
氏
　
八
つ
の
ド
メ
イ
ン
で
す
か
。
ま
だ
形
を
つ
く
る
段
階
で
す

か
ら
、
こ
れ
か
ら
本
当
の
原
案
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
戦
略
ド
メ
イ

ン
は
メ
ル
ボ
ル
ン
大
の
ド
メ
イ
ン
を
下
敷
き
に
し
ま
し
た
。
人
材
、

研
究
、
教
育
、
国
際
化
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ド
メ
イ
ン
に
そ
っ
て
作
っ
て

い
ま
す
。
国
際
化
の
ド
メ
イ
ン
を
入
れ
た
の
は
、
名
古
屋
大
学
は
留

学
生
の
数
か
ら
い
う
と
、
東
京
大
学
に
つ
い
で
二
番
目
の
規
模
で
す
。

こ
れ
を
「
強
み
」
と
し
て
打
ち
出
そ
う
と
考
え
た
結
果
で
す
。
そ
れ

か
ら
、
社
会
貢
献
ド
メ
イ
ン
は
、
デ
ー
タ
的
に
は
名
古
屋
大
学
は
弱

い
で
す
。
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
は
や
っ
て
い
ま
す
が
。
し
か
し
、
組

織
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
相
対
的
に
弱
い
で
す
。
名
工
大
の
ほ
う

が
強
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
社
会
貢
献
は
、
産
官
学
連
携
と

い
う
大
き
な
流
れ
が
眼
前
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
今
か
ら
は
本
腰
を
入

れ
て
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
大
学
で
生
成
さ
れ
て
い
る
最
新
の

知
を
早
く
社
会
に
還
元
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
は
大
事
な

こ
と
で
す
。

　
次
に
「
経
営
」
の
ド
メ
イ
ン
で
す
が
、
経
営
と
い
う
言
葉
は
国
立

大
学
に
は
ま
だ
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
言
葉
で
す
か
ら
、
　
「
運
営
管
理

・
組
織
」
と
い
う
わ
か
り
に
く
い
名
前
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら

「
環
境
基
盤
」
の
ド
メ
イ
ン
。
名
古
屋
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
今

も
の
す
ご
く
き
れ
い
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
私
が
四
年
前
に
来
た
と

き
に
は
汚
い
建
物
が
目
に
付
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、

地
域
に
対
し
て
も
世
界
に
対
し
て
も
誇
れ
る
の
か
、
と
率
直
に
思
い

ま
し
た
。
今
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を
き
れ
い
に
す
る
の
に
少
し
お
金
が

つ
い
て
い
る
の
で
、
嬉
し
い
で
す
ね
、
自
分
の
い
る
大
学
が
き
れ
い

に
な
っ
て
い
く
の
は
。
緑
の
木
々
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
が
、
農
学

部
の
先
生
方
が
そ
の
環
境
を
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
目
標
に
は
、

美
的
価
値
、
快
適
性
、
機
能
性
と
い
う
キ
ャ
ン
パ
ス
に
と
っ
て
大
事

な
言
葉
が
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
経
営
資
源
あ
る
い
は
財
務

資
源
の
ド
メ
イ
ン
で
す
。
こ
れ
は
マ
ネ
ー
と
ソ
フ
ト
と
し
て
の
知
的

財
産
を
含
め
て
い
ま
す
。

　
名
大
の
中
期
目
標
・
計
画
は
こ
れ
か
ら
ま
だ
ま
だ
変
わ
っ
て
い
き

ま
す
が
、
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
の
よ
う
に
図
に
す
る
と
大
変
わ
か
り
や

す
い
。
全
体
は
図
に
し
て
見
る
こ
と
が
大
事
で
、
大
学
の
個
性
と
い
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う
の
が
よ
く
理
解
で
き
ま
す
。

質
問
2
　
戦
略
的
思
考
と
い
う
思
考
は
、
頭
脳
的
な
活
動
で
あ
る
と
思

う
の
で
す
。
チ
ー
ム
の
形
で
戦
略
的
思
考
と
い
う
の
を
打
ち
出
し
て
共
有

を
図
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ど
う
い
う
形
で
、
名
古
屋
大
学
に

お
け
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
戦
略
的
思
考
を
推
進
す
る
体
制
に
な
っ

て
い
る
の
か
、
そ
れ
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
大
学
と
い
う
の
は
従
来
、

学
部
自
治
が
あ
っ
て
、
そ
の
自
主
性
が
大
事
だ
と
い
わ
れ
て
き
た
。
そ
の

中
に
、
各
大
学
が
経
営
的
発
想
を
取
り
込
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
い

う
非
常
に
重
要
な
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
、
戦
略
的

思
考
で
あ
る
限
り
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ゼ
ロ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
の
だ
と
思

う
の
で
す
が
、
ど
う
学
部
で
共
有
さ
れ
る
の
か
。

池
田
氏
　
一
応
法
人
化
の
た
め
の
条
件
と
し
て
は
、
大
学
と
し
て
の

中
期
目
標
・
計
画
を
出
せ
ば
い
い
の
で
す
。
各
部
局
の
中
期
目
標
・

計
画
は
、
義
務
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
参
考
資
料
と
し
て
出
せ
ば
い

い
と
い
う
程
度
で
す
。
大
事
な
の
は
、
基
本
的
に
は
各
部
局
べ
ー
ス

で
大
学
は
運
営
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
向
か
う
べ
き
方
向
は
部
局

ば
ら
ば
ら
な
ん
で
す
。
経
営
と
い
う
の
は
、
そ
の
向
か
う
べ
き
方
向

の
ベ
ク
ト
ル
を
、
少
な
く
と
も
同
じ
方
向
に
向
け
さ
せ
る
と
い
う
課

題
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
部
局
の
人
た
ち
を
大
学
の
全
体
の

経
営
プ
ラ
ン
に
向
け
て
、
同
じ
方
向
に
動
い
て
も
ら
う
こ
と
が
ま
ず

大
切
で
す
。
そ
の
と
き
、
同
じ
方
向
に
動
い
て
く
だ
さ
い
と
い
っ
て

も
動
き
ま
せ
ん
か
ら
、
大
学
全
体
の
中
期
目
標
・
計
画
を
示
し
て
、

こ
れ
を
目
標
・
計
画
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
考
え
て
、
こ
れ
に
一
貫

性
を
つ
け
な
が
ら
各
部
局
に
独
自
の
中
期
目
標
・
計
画
を
作
っ
て
も

ら
う
。
全
学
の
目
標
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
縛
る
も
の
と
は
考
え
な
い

で
、
一
貫
性
を
つ
け
て
、
つ
ま
り
矛
盾
し
な
い
こ
と
を
書
け
ば
よ
い

と
強
調
し
ま
す
。

　
部
局
に
対
し
て
は
、
こ
う
い
う
説
得
の
仕
方
で
七
月
か
ら
ず
っ
と

や
っ
て
き
ま
し
た
け
れ
ど
、
や
は
り
抵
抗
は
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

十
二
月
の
末
で
、
部
局
に
は
な
ん
と
か
中
期
目
標
の
プ
ラ
ン
を
提
出

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
的
な
作
り
方
の
部
局
も
あ
っ

て
、
出
来
不
出
来
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
方
式
の
提
案
者
と
し
て
の

私
の
貢
任
の
第
一
段
階
は
、
そ
こ
で
終
了
し
て
、
い
ま
ほ
っ
と
し
て

い
ま
す
。
大
学
に
よ
っ
て
は
、
文
部
科
学
省
方
式
で
や
っ
て
、
　
「
作

文
合
戦
」
に
な
っ
た
り
、
大
変
な
重
労
働
に
な
っ
て
立
ち
往
生
し
た

り
、
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聴
い
て
い
ま
す
。

　
中
期
目
標
・
計
画
は
、
全
学
で
は
総
長
以
下
の
執
行
部
、
部
局
で

は
そ
の
部
局
長
が
最
終
的
な
責
任
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
全
学
の
評

議
会
や
部
局
の
教
授
会
は
、
そ
れ
に
合
意
を
与
え
る
と
い
う
役
割
に

な
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
が
、
法
人
化
後
の
組
織
運
営
の
構
造
に
よ

っ
て
ま
た
違
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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そ
れ
で
は
、
戦
略
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
思
考
法
を
前
提
と
し
た
と
き
、

次
の
「
新
課
程
入
試
と
大
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
説
明
に
移
り
ま
す
。

　
新
課
程
入
試
に
関
連
す
る
最
近
の
議
論
に
関
し
て
は
、
民
主
教
育

協
会
発
行
の
『
I
D
E
現
代
の
高
等
教
育
』
誌
二
〇
〇
二
年
の
十
月

号
で
、
す
で
に
見
ら
れ
た
方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
　
「
入
学
者
選

抜
の
再
構
築
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
特
集
が
出
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、

今
日
の
テ
ー
マ
に
関
わ
る
こ
と
を
各
人
各
様
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
論
者
の
内
容
は
興
味
深
い
で
す
が
、
戦
略
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の

考
え
方
を
背
景
に
読
ん
で
み
る
と
、
多
く
の
場
合
、
や
は
り
入
試
の

こ
と
だ
け
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
気
が
つ
き
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
大
学
の
経
営
と
は
関
係
の
な
い
入
試
の
テ
ー
マ
の
枠
の

な
か
だ
け
で
、
そ
の
再
構
築
が
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で

は
、
経
営
戦
略
論
の
視
点
か
ら
将
来
の
「
入
試
」
の
方
向
を
探
ろ
う
、

あ
る
い
は
何
か
ヒ
ン
ト
に
な
る
こ
と
を
得
よ
う
と
す
る
人
に
は
、
少

し
物
足
り
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
中
で
は
、
大
江
淳
良
さ
ん
の
論
文
は
面
白
い
で
す
。

つ
ま
り
十
八
歳
人
口
の
長
期
減
少
傾
向
を
背
景
に
し
て
、
上
記
の
テ

ー
マ
に
対
し
て
、
実
践
的
な
あ
る
い
は
戦
略
的
な
観
点
を
織
り
込
ん

だ
ヒ
ン
ト
に
な
る
こ
と
を
語
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

　
「
わ
が
国
の
七
百
の
大
学
は
、
入
学
者
確
保
の
た
め
に
、
こ
れ
ま

で
本
質
的
な
と
こ
ろ
で
は
重
視
し
て
こ
な
か
っ
た
学
生
募
集
戦
略
を

確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に
は
、
第
三
者
に
よ
る
評

価
も
大
切
で
あ
る
が
、
事
業
目
標
の
設
定
と
そ
れ
に
達
成
で
き
た
か

で
き
な
か
っ
た
か
と
い
う
自
己
点
検
が
よ
り
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

こ
れ
ま
で
の
自
己
点
検
・
評
価
は
、
教
育
組
織
も
事
務
組
織
も
確
た

る
事
業
計
画
が
な
い
ま
ま
に
行
っ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
結

果
の
多
く
は
世
に
問
う
水
準
に
は
達
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思

う
。
例
え
ば
、
一
定
水
準
以
上
の
入
学
者
を
確
保
す
る
た
め
に
、
か

り
に
入
学
定
員
の
増
加
が
自
由
化
さ
れ
た
と
し
て
も
、
あ
え
て
入
学

定
員
を
削
減
す
る
と
い
う
事
業
計
画
が
あ
り
う
る
。
」
　
（
大
江
淳
良

「
二
〇
一
〇
年
の
入
学
者
選
抜
」
　
『
I
D
E
現
代
の
高
等
教
育
』
二

〇
〇
二
年
十
月
号
、
三
七
頁
）

　
大
江
さ
ん
の
使
っ
て
い
る
、
　
「
事
業
目
標
に
そ
っ
た
自
己
点
検
」

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
は
、
こ
れ
を
読
む
人
が
ど
う
い
う
背
景
的
知
識
を

持
っ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、
着
眼
の
程
度
は
違
っ
て
く
る
。
な
ん
と

な
く
す
っ
と
読
ま
れ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
言
い
た
い
こ

と
は
、
大
学
の
戦
略
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
な
か
に
入
試
の
戦
略
を
位
置

づ
け
る
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
大
江
論
文
を
斜
め
読

み
し
な
が
ら
、
こ
の
部
分
が
私
の
目
に
引
っ
か
か
っ
た
の
で
す
。
「
新
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．
課
程
入
試
と
大
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
テ
ー
マ
を
語
る
際
に
、
結
局
、

大
事
な
の
は
こ
の
部
分
に
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
部
分
を
も
う

少
し
私
自
身
の
言
葉
で
補
っ
て
お
き
ま
す
。

　
本
日
の
司
会
の
楯
さ
ん
と
E
メ
ー
ル
で
情
報
交
換
し
た
と
き
に
、

「
現
代
の
大
学
生
へ
の
対
応
」
、
「
二
〇
〇
六
年
以
降
の
未
来
の
大
学

生
（
現
高
校
生
）
へ
の
対
応
」
と
い
う
言
葉
が
何
度
か
で
て
き
ま
し

た
。
平
易
な
言
葉
で
す
が
、
戦
略
的
発
想
と
し
て
こ
れ
は
い
い
と
思

っ
て
利
用
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
を
使
っ
て
、
　
「
新
課

程
卒
業
生
前
後
の
高
校
と
大
学
の
戦
略
を
予
想
し
て
み
る
と
？
」
と

い
う
問
い
を
立
て
て
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
以
下
の
よ
う
な
表
に

な
り
ま
す
。

　
ま
ず
送
り
出
す
側
の
「
1
、
高
等
学
校
の
戦
略
」
に
つ
い
て
は
、

高
等
学
校
も
多
様
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
例
え
ば
二
つ
の
タ
イ
プ

ご
と
に
現
在
と
将
来
の
対
応
策
を
考
え
て
み
ま
し
た
。
高
校
に
果
た

し
て
戦
略
と
呼
べ
る
目
標
や
計
画
が
立
て
ら
れ
て
い
る
か
定
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
と
り
あ
え
ず
こ
の
思
考
を
進
め
て
み
ま
す
。

　
進
学
実
績
志
向
校
は
い
わ
ゆ
る
進
学
校
で
す
が
、
こ
の
タ
イ
プ
で

は
、
コ
ー
ス
選
択
制
に
よ
る
教
育
・
学
習
の
充
実
を
教
育
戦
略
と
呼

ぶ
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
か
ら
付
加
価
値
志
向
型
は
い
わ
ゆ
る

非
進
学
校
で
す
が
、
そ
の
教
育
戦
略
は
、
職
業
資
格
科
目
に
よ
る
教

育
・
学
習
の
充
実
と
考
え
ま
し
た
。
二
つ
の
タ
イ
プ
の
教
育
戦
略
が

新課程卒業生前後の高校と大学の戦略を予想してみると？

A．現在の大学生（ある

いは高校生）への対応策

B．2006年以降の未来の
大学生（あるいは高校生〉

への対応策

1．高等学校の戦略

　●進学実績志向校

　●付加価値志向校

コース選択制による教育

・学習

職業資格科目による教育

・学習

変化せず

変化せず

2．大学の戦略

　●教育型大学

　（teaching一・riented）

　●研究型大学

　（research－oriented）

講義ベースの教育・学習

講義ベースの教育・学習

勤労経験ベースの教育・

学習

研究経験ベースの教育・

学習
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新
課
程
入
試
後
に
ど
う
変
化
す
る
か
を
予
想
し
て
み
ま
す
と
、
多
分
、

変
化
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
仮
説
で
す
。

高
校
側
は
ど
の
タ
イ
プ
で
あ
れ
、
教
育
課
程
を
大
き
く
い
じ
る
戦
略

は
と
ら
な
い
、
あ
る
い
は
と
れ
な
い
と
考
え
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
大
事
な
の
は
、
受
け
入
れ
先
で
あ
る
「
2
、
大
学
の
戦

略
」
で
す
。
こ
れ
も
、
大
学
の
側
に
戦
略
思
考
が
果
た
し
て
機
能
し

て
い
る
の
か
疑
問
で
す
が
、
ま
ず
大
雑
把
に
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け

て
考
え
て
み
ま
し
た
。
ま
ず
学
部
課
程
で
勝
負
す
る
教
育
型
の
大
学

で
は
、
現
在
の
教
育
戦
略
は
、
　
「
講
義
べ
ー
ス
の
教
育
・
学
習
」
と

し
ま
し
ょ
う
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
　
「
少
人
数
教
育
」
だ
と
い
う
声

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
一
応
こ
れ
で
進
み
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、

大
学
院
で
勝
負
す
る
研
究
型
大
学
は
、
教
育
戦
略
に
お
い
て
は
教
育

型
大
学
と
同
じ
だ
と
考
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
二
〇
〇
六
年
以
降
に
な
る
と
、
教
育
型
大
学
は
た
ぶ
ん

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
勤
労
経
験
べ
ー
ス
の
教
育
戦
略
を
採
り
入

れ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
か
ら
研
究
型
大
学
は
、
研
究
経
験
べ
ー

ス
の
教
育
戦
略
、
つ
ま
り
教
育
の
中
に
リ
サ
ー
チ
の
要
素
を
入
れ
、

卒
論
指
導
の
よ
う
な
研
究
指
導
を
一
、
二
年
か
ら
始
め
る
よ
う
に
な

る
で
し
ょ
う
。

　
高
校
の
動
き
に
冷
た
い
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
い
う
思

考
実
験
で
も
っ
て
言
い
た
い
の
は
、
大
学
の
方
が
よ
り
早
く
変
わ
る

が
、
高
校
は
そ
れ
よ
り
先
に
は
変
わ
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

大
学
が
変
わ
れ
ば
高
等
学
校
の
戦
略
も
変
わ
っ
て
く
る
。
大
学
が
変

わ
ら
な
い
と
、
高
校
側
か
ら
積
極
的
に
変
わ
る
と
い
う
こ
と
は
難
し

い
。
　
そ
う
考
え
る
と
、
二
〇
〇
六
年
以
降
の
未
来
の
大
学
生
へ
の
対
応

策
と
し
て
は
、
大
学
は
自
分
た
ち
の
教
育
戦
略
の
変
化
を
、
教
育
戦

略
に
お
い
て
変
化
し
な
い
高
校
に
ど
う
伝
え
る
か
が
大
事
な
課
題
と

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
の
入
学
者
の
選
抜
の
戦

略
を
ど
う
作
っ
て
い
く
か
と
い
う
課
題
が
で
て
き
ま
す
。

　
大
学
の
教
育
戦
略
が
変
わ
る
、
あ
る
い
は
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と

を
発
信
し
な
け
れ
ば
、
高
等
学
校
も
そ
れ
を
受
け
止
め
よ
う
が
な
い
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
　
「
低
学
力
の
学
生
が
入
っ
て
く
る
、
さ
あ
ど

う
し
よ
う
」
と
い
う
論
議
で
な
く
て
、
大
学
が
今
、
何
を
ど
う
変
え

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
戦
略
と
し
て
積
極
的
に
出
す

こ
と
が
大
事
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
高
等
学
校
の
方
も
教
育

戦
略
を
考
え
、
そ
れ
を
変
え
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
変
化
に
関

す
る
こ
う
い
う
戦
略
的
思
考
法
は
、
高
等
学
校
以
下
に
も
次
第
に
広

が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
り
そ
う
も
な
い
話
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。

　
変
化
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
と
い
う
戦
略
的
思
考
法
に
そ
っ
て
、

入
学
者
募
集
戦
略
を
立
て
る
と
す
れ
ば
、
例
え
ば
、
メ
ル
ボ
ル
ン
大
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学
の
「
人
材
」
戦
略
ド
メ
イ
ン
と
「
教
育
」
戦
略
ド
メ
イ
ン
を
関
連

さ
せ
な
が
ら
、
入
試
の
目
標
と
計
画
を
作
っ
て
い
く
方
法
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
い
こ
と
は
こ
こ
で
は
複
雑
に
な
る
の
で
や
め
ま
す
。
文
部

科
学
省
は
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
、
つ
ま
り
入
学
者
受
け
入

れ
方
針
を
立
て
な
さ
い
と
い
う
方
向
で
旗
を
振
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
ま
た
お
飾
り
の
内
容
に
な
る
の
で
、
私
は
、
ア
ド
ミ
ッ

シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
も
こ
う
し
た
戦
略
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
方
法
論
や

考
え
方
の
な
か
に
組
み
入
れ
て
考
え
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〈
質
疑
応
答
〉

質
問
3
　
多
く
の
私
学
の
中
に
は
、
志
を
持
っ
て
、
ど
う
い
う
学
部
展

開
を
し
よ
う
か
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
大
変
多
い
。
だ
が
、
ど
の
程
度

の
部
分
か
は
知
ら
な
い
が
、
全
く
経
営
者
が
お
金
儲
け
と
い
う
か
、
利
益

を
上
げ
る
手
段
と
し
て
大
学
を
設
け
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
多
分
あ
る
と
思

う
。
一
つ
ひ
と
つ
の
大
学
が
志
を
問
い
直
す
と
、
志
の
な
い
大
学
は
辞
め

る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
大
変
だ
と
思
う
。

　
大
学
は
大
学
で
こ
う
い
う
こ
と
だ
が
、
日
本
社
会
の
在
り
様
と
し
て
十

八
歳
人
口
の
か
な
り
の
部
分
が
大
学
に
行
く
と
い
う
社
会
を
想
定
す
る
の

か
、
と
い
う
の
が
苦
に
な
る
。
生
涯
教
育
の
観
点
で
、
受
け
た
い
と
思
う

と
き
に
受
け
ら
れ
る
と
い
う
社
会
も
す
ば
ら
し
い
社
会
だ
と
思
う
の
で

す
。
十
八
歳
の
子
が
、
今
の
日
本
で
は
大
学
に
行
く
し
か
な
い
と
い
う
追

い
詰
め
ら
れ
方
を
し
て
い
る
社
会
の
在
り
様
を
、
い
っ
て
み
れ
ば
数
値
的

に
肯
定
し
て
、
大
学
が
存
在
す
る
と
い
う
あ
り
方
も
変
だ
と
思
う
の
で
す
。

　
今
、
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
こ
と
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
考
え

て
自
分
の
大
学
の
在
り
様
を
考
え
れ
ば
、
大
学
は
も
う
少
し
減
っ
て
も
い

い
こ
と
に
な
る
の
か
な
あ
と
思
い
ま
す
。
大
学
に
対
す
る
社
会
の
要
望
だ

と
か
、
大
学
自
身
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
た
っ
た
在
り
様
が
き
ち
ん
と
し
て
く

れ
ば
、
大
学
は
ち
ゃ
ん
と
し
た
大
学
に
な
る
の
か
、
辞
め
る
の
か
と
い
う

ふ
う
に
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
私
の
関
心
で
す
。

　
四
月
か
ら
教
職
課
程
、
教
員
養
成
課
程
の
担
当
に
な
り
ま
し
て
、
教
育

免
許
法
と
教
育
免
許
法
施
行
規
則
と
い
う
私
に
は
全
然
わ
け
の
わ
か
ら
な

い
も
の
を
必
死
に
な
っ
て
勉
強
し
て
き
た
の
で
す
。
文
部
科
学
省
に
は
、

教
免
法
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と
い
う
す
ご
い
本
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
こ
で
は
、

と
っ
て
も
く
だ
ら
な
い
質
問
を
各
大
学
と
各
教
育
委
員
会
が
尋
ね
て
い

て
、
そ
れ
に
対
し
て
文
部
科
学
省
は
で
き
ま
す
と
か
で
き
ま
せ
ん
と
か
言

っ
て
い
る
。
理
由
は
何
の
説
明
も
な
く
て
、
何
で
こ
う
な
る
ん
だ
と
い
う

こ
と
が
論
理
的
に
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
が
文
部
科
学
省
の
体
質
な
の
か
な

と
い
う
こ
と
が
、
最
近
し
み
じ
み
と
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ

を
相
手
に
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
て
こ
れ
を
突
破
し
て
、
文
部
科
学
省
の
体

質
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
日
本
社
会
の
た
め
に
な
る
だ
ろ
う
な
と
、

大
変
お
か
し
い
こ
と
を
今
考
え
な
が
ら
伺
っ
て
お
り
ま
し
た
。

池
田
氏
　
名
大
大
学
院
の
社
会
人
コ
ー
ス
で
、
今
、
あ
る
私
立
大
学

の
職
員
の
人
に
修
論
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
今
や
っ
て
い
る
テ
ー
マ
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は
、
文
部
科
学
省
の
設
置
審
査
申
請
書
の
問
題
点
で
す
。
あ
の
申
請

プ
ロ
セ
ス
を
こ
の
戦
略
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
理
論
と
手
法
で
再
表
現
す

る
と
ど
う
な
る
の
か
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
分
析
的
に
作
業
し
な
が
ら

論
文
を
書
い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
院
生
の
人
は
自
分
の
大
学
の
学

部
・
学
科
新
設
の
申
請
業
務
に
従
事
さ
れ
て
き
た
方
で
す
か
ら
、
い

ろ
い
ろ
お
か
し
な
こ
と
や
問
題
点
を
感
じ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　
修
論
を
指
導
す
る
な
か
で
、
戦
略
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
手
法
を
応
用

し
て
み
て
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
は
、
文
部
科
学
省
の
設
置
審

査
の
申
請
書
は
大
学
の
教
育
組
織
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
カ
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
と
い
う
よ
り
、
書
類
の
形
式
を
整
え
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
て
い

る
と
い
う
点
で
す
。
そ
の
申
請
内
容
が
本
当
に
妥
当
な
も
の
に
な
っ

て
い
る
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
な
審
査
に
は
な
っ
て
い
な

い
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
設
置
審
査
の
申
請
書
が
行
政
文
書
と
し
て

指
導
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
一
因
で
あ
る
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
。
教
育
組
織
の
設
計
が
、
あ
る
意
味
で
形
式
だ
け
の
チ
ェ
ッ
ク
に

な
る
と
い
う
の
は
、
そ
の
後
の
新
組
織
の
経
営
や
運
営
に
も
よ
く
な

い
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
と
、
そ
の
院
生
の
人
は
経
験
的
に
感

じ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　
大
学
と
し
て
今
か
ら
気
を
つ
け
る
べ
き
こ
と
は
、
戦
略
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
の
よ
う
な
適
切
な
手
法
に
基
づ
い
て
教
育
組
織
の
設
計
を
行

い
、
そ
の
設
計
に
そ
っ
て
組
織
の
運
営
や
経
営
を
進
め
て
い
る
こ
と

を
社
会
に
説
明
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
見
た

生
徒
や
父
母
が
、
そ
の
大
学
を
信
頼
し
て
チ
ョ
イ
ス
す
る
と
い
う
シ

ス
テ
ム
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。

　
最
後
の
説
明
に
な
り
ま
す
。
　
「
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
大
学
の
教
育
・

学
習
戦
略
の
立
て
方
」
と
い
う
話
に
し
ま
し
た
。
以
下
で
は
、
入
試

戦
略
の
立
て
方
の
例
を
示
し
て
み
ま
す
。
海
外
の
大
学
を
調
べ
る
と
、

教
育
・
学
習
戦
略
（
一
S
昌
お
”
巳
8
8
露
詣
旨
弩
α
q
図
）
ド
メ
イ
ン
の

構
造
の
も
と
に
、
入
試
戦
略
を
立
て
て
い
く
と
い
う
動
き
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
例
で
す
け
れ
ど
、
学
生
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
（
。・
一
＆
9
二
幕
ゐ
閤
一
。
）
と
い
う
視
点
を
ま
ず
前
提
に
し
ま
す
。
そ

の
サ
イ
ク
ル
は
、
①
高
校
生
の
進
学
意
識
・
意
欲
の
高
揚
↓
②
入
学

前
の
学
習
指
導
・
助
言
↓
③
入
学
者
選
抜
↓
④
初
年
次
教
育
の
充
実

↓
⑤
二
～
三
年
次
で
の
教
育
・
学
習
↓
④
四
年
次
で
の
教
育
・
学
習

成
果
の
統
合
↓
⑤
就
職
（
就
業
）
・
進
学
、
と
い
う
順
番
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
で
は
労
働
者
階
層
の
子
弟
が
高
等
教
育
に
あ
ま
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り
参
加
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
国
の
政
策
と
し
て
は
、
ワ
イ
ド
ニ

ン
グ
・
パ
ー
テ
ィ
シ
ペ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
間
口
を
広

げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
戦
略
コ
ン
セ
プ
ト
が
基
本
に
あ
る
の
で
、

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
考
え
方
が
立
て
ら
れ
、
　
「
①
進
学
意
識
・
意
欲

の
高
揚
」
と
い
う
ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
レ
イ
ジ
ン
グ
、
そ
の
気
に

さ
せ
る
と
い
う
戦
略
方
法
論
が
ま
ず
出
発
点
に
な
る
。
ア
メ
リ
カ
で

す
と
、
両
親
が
大
学
の
学
歴
を
持
た
な
い
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
集
団
の
子

弟
を
中
学
あ
た
り
か
ら
早
め
に
て
こ
入
れ
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
労

働
者
階
級
の
子
弟
が
そ
の
標
的
に
な
る
。
そ
の
人
た
ち
を
も
つ
と
高

等
教
育
に
向
か
わ
せ
る
進
学
意
識
や
意
欲
を
高
揚
さ
せ
る
。

　
日
本
の
場
合
は
、
世
論
は
、
新
課
程
入
試
で
学
習
時
間
が
減
る
、

総
合
学
習
の
科
目
や
選
択
科
目
が
ま
す
ま
す
増
え
る
、
そ
こ
か
ら
低

学
力
の
学
生
が
上
が
っ
て
く
る
、
ど
う
し
よ
う
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。

そ
う
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
、
ど
う
も
新
課
程
入
試
や
二
〇
〇
六
年
問

題
の
言
葉
に
あ
る
と
思
う
。
海
外
の
、
学
生
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
論
の

コ
ン
セ
プ
ト
と
は
、
ど
う
も
次
元
が
違
う
。
日
本
的
発
想
は
戦
略
的

で
は
な
い
で
す
。
ム
ー
ド
あ
る
い
は
情
緒
的
で
す
。

　
そ
う
い
う
日
本
の
思
考
法
は
そ
ろ
そ
ろ
や
め
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
か

ら
は
、
　
「
大
学
教
育
と
い
う
の
は
本
当
に
あ
な
た
た
ち
に
価
値
が
あ

る
の
だ
よ
」
と
言
わ
な
き
ゃ
、
学
生
は
来
な
い
で
す
。
　
「
こ
れ
だ
け

の
学
力
が
な
い
と
大
学
に
入
ら
せ
な
い
よ
」
と
い
う
二
十
世
紀
的
な

考
え
方
と
は
違
う
、
も
っ
と
大
学
の
価
値
を
積
極
的
に
世
の
中
に
発

信
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
う
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
戦
略
的
に
変

え
て
い
く
。
こ
う
し
た
方
向
で
入
学
者
募
集
の
戦
略
を
考
え
る
こ
と

が
大
事
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
現
状
の
入
学
者
選
抜
や
募
集
は
、
学
力
が
な
い
と
駄
目

だ
、
選
抜
の
科
目
を
増
や
そ
う
、
早
め
に
唾
つ
け
て
お
こ
う
、
と
そ

う
い
う
短
期
的
な
、
対
症
療
法
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。
そ
れ
か
ら
、

形
と
し
て
は
、
入
学
前
の
学
習
指
導
と
か
助
言
は
、
私
立
大
学
で
は

や
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。
早
め
に
入
学
が
決
ま
っ
た
生
徒
に
は
、
何
か

特
別
の
課
題
を
与
え
る
と
か
、
途
中
で
遊
ば
な
い
よ
う
に
指
導
し
て

い
る
。
だ
け
ど
、
こ
の
進
学
意
識
・
意
欲
の
高
揚
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
は
手
が
伸
び
て
な
い
で
す
ね
。

　
そ
れ
か
ら
、
こ
う
い
う
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
戦
略
コ
ン
セ
プ
ト
に

基
づ
い
て
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
計
画
を
具
体
化
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
　
「
就
業
・
進
学
の
ゴ
ー
ル
を
見
据
え
た
学
習

ス
キ
ル
の
目
標
と
対
応
す
る
科
目
設
定
」
を
す
る
と
い
う
考
え
方
が

あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
社
会
が
何
を
大
学
の
教
育
に
期
待
し
て
い

る
か
と
調
べ
な
く
て
は
い
け
な
い
。
学
問
べ
ー
ス
の
科
目
と
社
会
の

二
ー
ズ
に
合
っ
た
科
目
を
す
こ
し
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
教
育
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
作
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
ち
ゃ
ん
と
達
成
で
き
た

か
と
い
う
こ
と
を
社
会
に
対
し
て
説
明
し
て
い
く
。
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こ
う
い
う
教
育
・
学
習
の
戦
略
計
画
を
片
方
で
準
備
し
な
が
ら
、

他
方
で
、
ど
う
ぞ
来
ま
せ
ん
か
と
い
う
入
試
戦
略
を
練
る
。
単
に
優

秀
な
学
生
だ
け
に
声
を
か
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
教
育
・
学
習

の
戦
略
計
画
に
応
じ
て
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
る
学
生
層
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
定
め
た
募
集
戦
略
を
立
て
る
。
そ
う
い
う
や
り
方
が
あ
り
ま
す
ね
。

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
考
え
方
を
述
べ
て
い
る
だ
け
で
す
。

　
大
学
入
試
の
舵
取
り
も
、
戦
略
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
思
考
法
を
使
っ

て
大
き
く
変
え
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
な
あ
と
、
今
回
の

発
表
資
料
を
準
備
し
な
が
ら
感
じ
ま
し
た
。
今
ま
で
の
日
本
の
や
り

方
で
は
、
世
界
の
変
化
に
ま
す
ま
す
遅
れ
て
い
き
ま
す
。
社
会
人
を

大
学
院
に
迎
え
て
指
導
し
た
経
験
か
ら
も
そ
れ
を
一
層
強
く
感
じ
ま

す
。
社
会
人
の
持
っ
て
い
る
学
び
の
二
ー
ズ
に
応
え
て
あ
げ
る
か
ら
、

ど
う
ぞ
学
び
に
い
ら
つ
し
ゃ
い
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
、
必
要
に
な

っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

〈
質
疑
応
答
〉

質
問
4
　
「
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
大
学
の
教
育
・
学
習
戦
略
の
立
て
方
に

あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
先
生
の
言
わ
れ
る
学
習
戦
略
と
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
開
発
と
い
う
の
は
同
じ
意
味
合
い
な
の
か
、
そ
れ
と
も
違
う
も
の
な

の
か
。
教
育
・
学
習
戦
略
と
い
う
も
の
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
立
て
た
ら
い

い
の
か
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

池
田
氏
　
私
は
同
じ
だ
と
今
は
考
え
て
い
ま
す
。
教
育
・
学
習
戦
略

の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
革
戦
略
か
ら
は
じ
め
る
。
そ

こ
か
ら
手
を
つ
け
た
大
学
が
、
教
育
改
革
が
進
む
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
実
行
に
つ
い
て
は
こ
れ
が
な
か
な
か
難
し
い
の
で
す
。
現
実
を

見
ま
す
と
、
教
育
や
学
習
の
改
革
に
対
す
る
先
生
方
の
意
識
の
レ
ベ

ル
が
違
い
ま
す
し
、
な
ぜ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
い
じ
る
の
か
を
説
得
す

る
の
が
大
変
で
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
点
検
す
る
と
、
そ
の
趣
旨
に

合
わ
な
い
科
目
も
見
え
て
き
ま
す
し
。
い
ろ
い
ろ
問
題
が
出
て
く
る
。

　
で
も
や
る
べ
き
こ
と
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
教
育
・
学
習

の
目
標
に
そ
っ
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
目
標
を
設
計
し
て
い
く
。
そ
こ

か
ら
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
計
画
を
編
成
し
て
い
く
事
を
し
な
く
て
は

い
け
な
い
。
逆
向
き
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。
さ
ら
に
進
ん
で
、
入

学
者
選
抜
、
あ
る
い
は
募
集
戦
略
を
立
て
て
い
く
。
こ
う
い
う
や
り

方
が
わ
か
ら
な
い
と
、
学
内
の
抵
抗
勢
力
の
こ
と
や
実
行
の
際
の
障

害
ば
か
り
を
考
え
て
し
ま
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
戦
略

思
考
法
が
普
及
し
て
い
け
ば
、
何
か
で
き
そ
う
だ
な
と
い
う
気
に
な

る
人
が
増
え
ま
す
の
で
、
案
外
面
白
い
こ
と
が
実
現
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
で
す
ね
。

　
戦
略
思
考
法
に
出
会
う
三
年
位
前
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
は
不

可
能
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
教
育
改
革
を
進
め
る
に
し
て
も
、
各
大

学
と
も
F
D
の
最
初
は
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
始
め
ま
す
が
、
こ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
も
戦
略
思
考
法
が
背
景
に
な
い
と
、
意
味
の
あ
る
次
の
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ス
テ
ッ
プ
に
行
く
の
が
難
し
い
で
す
ね
。

質
問
5
　
ぼ
く
の
知
っ
て
い
る
私
学
な
の
で
す
が
、
定
員
充
足
率
が
五

〇
％
そ
こ
そ
こ
で
、
学
科
に
よ
っ
て
は
二
〇
％
く
ら
い
し
か
な
い
大
学
が

あ
る
の
で
す
。
そ
う
い
う
大
学
が
、
私
学
の
中
で
は
珍
し
く
な
く
な
っ
て

い
る
の
で
す
。
先
生
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
の
表
を
作
る
に
は
、
す
ご

く
時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
、
そ
う
い
う
大
学
に
作
る
時
間
が

残
さ
れ
て
い
る
の
か
な
あ
と
い
う
気
が
す
る
の
で
す
。
作
る
前
に
つ
ぶ
れ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
フ
ル
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
な
く
て
、
普

及
版
と
い
う
か
、
す
ぐ
に
こ
う
こ
う
こ
う
い
う
ふ
う
に
や
っ
た
ら
い
い
よ

と
い
う
よ
う
な
ヒ
ン
ト
が
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
そ
の
こ
と
と
関
連
す
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
が
、
上
に

八
つ
の
ド
メ
イ
ン
が
あ
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
全
部
そ
ろ
え
な
く
て
は
い
け

な
い
の
か
、
こ
の
う
ち
の
一
つ
二
つ
だ
け
で
、
と
り
あ
え
ず
学
生
の
募
集

戦
略
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
話
が
い
わ
ゆ
る
メ
イ
ン
に
な
る
と
思
う
の
で

す
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
ド
メ
イ
ン
と
他
の
ド
メ
イ
ン
を
ク
ロ
ス
さ
せ
る

方
向
で
考
え
て
、
と
り
あ
え
ず
そ
の
戦
略
を
片
付
け
て
い
く
。
そ
う
い
う

こ
と
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

池
田
氏
　
大
事
な
こ
と
で
す
ね
。
プ
ラ
ニ
ン
グ
に
関
し
て
は
、
フ
ル

バ
ー
ジ
ョ
ン
は
あ
る
程
度
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
着
手
す
る
方
法
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
戦
略
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
を
す
る
と
き
に
は
、
い
い
お
手
本
を
探
し
て
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ

す
る
。
つ
ま
り
自
分
の
大
学
と
だ
い
た
い
同
じ
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
や

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
も
つ
大
学
で
、
実
績
の
点
か
ら
も
申
し
分
の
な
い
事

例
を
探
し
て
、
そ
こ
の
プ
ラ
ン
を
お
手
本
に
し
て
書
き
換
え
る
こ
と

が
一
番
い
い
で
す
。
一
か
ら
や
る
と
本
当
に
時
間
が
か
か
る
し
、
出

来
上
が
っ
た
プ
ラ
ン
の
妥
当
性
や
信
頼
性
も
低
く
な
る
で
し
ょ
う
。

メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
は
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
の
研
究
大
学
を
目
指
す
ビ
ジ

ョ
ン
を
も
っ
て
戦
略
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
、
そ
の
成
果
を
上
げ
つ
つ

あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
プ
ラ
ン
を
名
古
屋

大
学
の
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
、
つ
ま
り
お
手
本
に
し
ま
し
た
。

　
企
業
の
例
と
し
て
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
戦
略
を

最
初
に
企
画
し
た
と
き
に
は
、
そ
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
フ
ォ
ル
ク
ス

ワ
ー
ゲ
ン
社
の
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
し

て
、
必
要
な
情
報
や
ノ
ゥ
ハ
ウ
を
調
査
し
た
そ
う
で
す
。
企
業
で
は

そ
う
い
う
ふ
う
に
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
大

学
の
世
界
で
も
、
こ
の
戦
略
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
方
法
が
使
わ
れ
始
め

て
い
ま
す
。

　
八
つ
の
ド
メ
イ
ン
は
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
の
表
現
結
果
で
あ
っ
て
、

大
学
に
よ
っ
て
違
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
ド
メ
イ
ン
の
立
て
方
そ

の
も
の
が
戦
略
マ
タ
ー
で
す
か
ら
。
し
か
し
、
で
き
れ
ば
そ
の
大
学

の
戦
略
ド
メ
イ
ン
は
全
体
を
描
い
て
い
る
ほ
う
が
よ
く
て
、
そ
れ
ぞ
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れ
の
ド
メ
イ
ン
の
中
身
に
つ
い
て
は
、
大
学
の
事
情
に
よ
っ
て
未
完

成
で
あ
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
か
ら
、
こ
の
戦
略
プ
ラ
ン
の

立
案
に
携
わ
る
人
数
は
、
四
～
五
人
く
ら
い
が
い
い
で
す
ね
。
そ
の

組
織
の
特
徴
を
知
る
人
た
ち
か
ら
構
成
さ
れ
る
戦
略
立
案
グ
ル
ー
プ

を
作
る
の
が
大
事
に
な
り
ま
す
。

質
問
6
　
そ
う
い
う
大
学
と
い
う
の
は
、
規
模
も
そ
ん
な
に
大
き
く
な

く
て
、
そ
ん
な
に
人
が
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
こ
の
話
も
全
然
難

し
く
は
な
い
と
思
う
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
こ
の
大
学
が
ど
こ
の
経
営
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
と
契
約
し
て
話
を
し
て
い
る
の
か
は
知
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
、

理
事
長
さ
ん
が
あ
っ
ち
で
も
こ
っ
ち
で
も
喋
っ
て
い
る
の
を
モ
ザ
イ
ク
に

つ
な
げ
て
み
る
と
、
ど
う
も
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
し
か
な
い
み
た
い
な
の

で
す
。
そ
れ
し
か
な
い
。
定
員
を
削
れ
、
半
分
に
し
ろ
。
後
は
余
分
な
人

間
が
出
て
く
る
か
ら
、
そ
れ
も
削
る
。
ど
う
も
そ
う
い
う
話
し
か
出
て
こ

な
く
て
、
四
～
五
人
で
作
る
の
が
重
要
だ
と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
す
が
、
そ

の
四
～
五
人
が
ど
こ
に
い
る
の
か
。
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
と
い
う
方
法
は

そ
う
だ
と
は
思
う
の
で
す
が
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
す
か
ね
。

池
田
氏
　
と
に
か
く
作
っ
て
み
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
仲
間
同
士
で
作

っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
ね
。
お
手
本
に
な
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
を
、

自
分
た
ち
で
ち
ょ
っ
と
調
べ
て
、
そ
れ
を
参
考
に
作
っ
て
み
る
。
議

論
を
し
て
み
る
。
そ
う
い
う
勉
強
会
か
ら
で
も
、
作
っ
て
み
る
こ
と

が
大
事
で
し
ょ
う
。
立
案
に
関
し
て
は
、
合
意
形
成
な
ど
フ
ォ
ー
マ

ル
に
し
ま
す
と
、
途
中
で
い
ろ
い
ろ
と
妥
協
の
産
物
に
な
り
ま
す
か

ら
。
戦
略
プ
ラ
ン
は
ま
ず
は
思
い
切
り
こ
れ
を
描
い
て
み
る
と
い
う

経
験
が
大
事
で
す
ね
。

　
改
革
の
戦
略
テ
ー
マ
と
し
て
は
確
か
に
組
織
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン

グ
で
す
ね
。
大
き
な
流
れ
と
し
て
は
。
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
で
な
い

場
合
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
学
習
者
市
場
を
開
拓
す
る
戦
略
が
必

要
で
し
ょ
う
。
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
で
は
、
企
業
人
材
や

社
会
人
の
学
習
二
ー
ズ
に
対
応
し
て
、
大
学
に
呼
び
込
ん
だ
り
、
自

ら
が
地
域
に
出
か
け
た
り
と
い
う
方
法
で
、
新
し
い
教
育
・
学
習
の

形
や
内
容
を
つ
く
り
あ
げ
て
、
変
革
に
成
功
し
て
い
る
事
例
も
あ
り

ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
人
材
ド
メ
イ
ン
の
戦
略
を
強
化
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
外
国
の
大
学
で
は
、
人
材
の
引
き
抜
き
、
そ
れ
か
ら
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を
始
め
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
人
材
育
成
の
テ

ー
マ
は
、
今
後
も
大
き
く
な
る
で
し
ょ
う
。
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